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（１） 

２０２５（令和７）年度 第３号 

『くらしの中の人権講座』に参加しませんか！？ 
今年度の「くらしの中の人権講座」も残すところ２回となりました。これまで５回の講座には

多くの市民の皆さんが参加くださり、たくさんの人権の学びを共に行うことができました。第６

回、第７回講座も充実した内容を用意しておりますので、是非ご参加ください。共に考え、学ん

でいきましょう！ 

 

第４回講座を開催 市民の皆さんと多くの学びができました。 

９月２５日（木）熊本からＳＯＧＩＥサポートチーム ココカラ！共同代表の大住
おおすみ

 珊士
さ ん じ

さんをお招

きし、「セクシュアリティについて考える」の演題で講座を開きました。急遽日程が変更したにもか

かわらず３０名の市民の方が参加くださり、大住さんの丁寧なそれでいて歯切れのいい講話にうな

ずきながら熱心に聴き入っていました。ＳＯＧＩＥという観点から自分自身を考えてみたり、無意

識の偏見により気づかないうちに誰かを傷つけていたのでは…とふりかえったり、自らの気づきに

つながる講演となりました。最後に一人ひとりの生き方やパートナーとの関係、家族のあり方や日

本の社会のあり方にまで話がおよび、あっという間の９０分間でした。 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５年度 くらしの中の人権講座 

 

  

 

【第７回講座】 

日 時 １２月６日（土）  

１４：３０～１６：００ 

場 所 杵築市健康福祉センター 

講 師 部落解放同盟鳥取県連合会女性部副部長  

              坂田かおり さん 

演 題 「つながる力の向こう側  

       ～部落差別から人権を考える～」 

 

 

【第６回講座】 

日 時 １１月２０日（木）  

９：３０～１２：３０ 

集合場所 杵築市立図書館前駐車場 

研 修 先 ソニー・太陽（日出町大神）現地研修 

講 師 ソニー・太陽(株) 安部正大 さん、 

二宮憲太 さん、マーサ・ジャムジャミア さん 

演 題 「障がいがあっても、仕事に障がいはありえない  

～ソニー・太陽(株)の取組～」 

 

昨年度も大好評だったソニー・太陽の

現地研修です。ソニー・太陽の会社と

しての理念やこれまでの営み、マーサ

さんによる母国の内戦による避難民に

なった生い立ちから、外国人・障がい

者としての想いなどを多岐にわたった

視点で講話をいただきます。その後、

ソニー・太陽の工場見学を通して新た

な気づきがいっぱいの講座です。 

「私たち大人こそ

もっともっと学ば

ないといけないと

思いました」 

参
加
者
の
声 

「また参加してみたい」 

参加者の皆さんありがとうございました。 

 

 

 

２０２５ おおいた 

 

小・中学生時代から部落差別について学

び、「高校生友の会」ではリーダーとして

活動。2002年、会社での差別発言を機

に「黙っていても差別はなくならない」

と啓発活動や困っている人の生活相談に

取り組みはじめました。現在は部落差別

問題だけでなく、外国籍の人や不登校・

差別に悩む子どもたちを支える活動を通

して、「いのち輝いて生きる」ことの大切

さを伝えています。 
 

 

  

 

 

 

１０：００～１５：３０ 

ガレリア竹町ドーム広場 

11/22 
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（２） （３） 

 

 

 

【本の紹介】 

 

 

 

９月のいきいき寿チャレンジ教室で 

とり飯「混ぜ込み型」をつくりました 

 

 

 

 

 

 

 

 

【材 料】 

材料   分量      備考 

米   2合      洗って浸水しておく 

鶏もも肉 200g  一口大に切る 

ごぼう   1/3本  切って水にさらす 

にんじん 1/3本   千切り 

サラダ油 小さじ 1  鶏肉炒め用 

しょうゆ 大さじ 3  味付け用 

酒    大さじ１ 味付け用   Ⓐ 

砂糖   大さじ２ 味付け用 

 
【作り方】 

① フライパンに油を熱し、鶏肉を炒める。 

② 鶏肉が白くなったら、ごぼう・にんじ

んを加えて軽く炒める。 

③ Ⓐを加え、中火で 5-7 分ほど煮て水分

を軽く飛ばす。 

④ いつもどおりの水加減で炊飯。炊けた

ら 10分ほど蒸らしておく。 

⑤ 炊きたてのご飯に③をすべて加え、混

ぜたらできあがり。 

 
作ってみてね～♫ 

  

 

 

 

  

運動期間中、杵築市では、市内３ケ所のスーパー

入口で人権擁護委員や各種女性団体の方々などと

啓発物品等を配布します。 

また、女性に対する暴力根絶のシンボルである

パープルリボンにちなんで、杵築城天守閣をパー

プル（紫色）にライトアップします。    

 左の写真は昨年度の様子 

 

ひとりで悩まないで 女性に対する暴力の相談窓口 

性犯罪・性暴力被害に関する相談 

おおいた性暴力救援センター・すみれ  電話 097-532-0330  短縮ダイヤル＃８８９１  

24時間３６５日受付 

DV（配偶者からの暴力）に関する相談 

女性相談支援センター  電話 097-544-3900 

  月～金/9：０0～２１：00、土・日・祝/１３：００～１７：００、１８：００～２１：００ 

 アイネス女性総合相談  電話 097-534-8874 

  月～金/９：００～１６：30 

警察安全相談 

大分県警察本部広報課  電話 097-534-9110 短縮ダイヤル＃９１１０ 

  月～金/９：００～１７：４５ 

スクールセクハラ相談 

 大分県教育庁人権教育・部落差別解消推進課 電話 097-534-4366 

  月～金/９：００～１７：００ 

職場でのセクシュアルハラスメント相談 

 大分労働局 雇用環境・均等室 電話 097-53２-4025 

  月～金/9：00～17：15 

あなたには暴力に対して「NO」という権利があります。 

                            緊急時は「１１０番」へ 
 

「被差別部落女性の主体性形成に関する研究」 

熊本理抄 
 

被差別部落女性の複合差別（部落外の人々から部落

差別をされ、被差別部落内では同じ被差別の立場にあ

る男性からも女性差別を受けるなど複合的なこと）を

取り入れた運動の歴史などが書かれており、すごく研

究されていてもっと自分も勉強しないといけない気

持ちにさせてくれる一冊です。 

 

配偶者やパートナーなど親密な関係にある人からの暴力（DV）、性犯罪、売買春、セクシュアル

ハラスメント、ストーカー行為等女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害するものであり、

男女共同参画社会を形成していく上で克服すべき重要な課題です。 

被害者は、悩みを一人で抱え込む傾向があり、被害が表面化しないことが多くあります。「これは

暴力（DV）かも？」と思ったら、ひとりで悩まず、まずは相談してください。 

 


